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この稿は，商人であった，少年ハイネの父の真の姿を，見あらためるた
めのものである。
父のザムゾン (SamsonHeine 1764-1828)が，その父ハイマン (Hey-
mann Heine)の死後. 6人の兄弟たちといっしょに母の生家のあるハン
ブルクへ連れ帰られ，ここから1796年にデュッセルドノレフへ来るまでの商
人生活は，ハノーパ一時代の一部を除いては，明かではなし、。ここで出会
ったベティー ・ファン・ゲ、ルデ、/レン (Bettyvan Geldern)と結婚してすぐ
にこの地に屈を構えたのは，翌年の1797年，ザムゾンは33才であった。
ザムゾンが，弟ザロモン (SalomonHeine 1767-1844)のような抜きん
でた商才の持主でなかったことは言うまでもない。商業だけが世すぎの道
として，一般のユヤダ人たちに残された唯一のものであった時代に，ザム
ゾンは好むと好まざるとにかかわらずこの道を歩くほかはなかった。その
性格には，強い熱狂性と夢想性のあったことが，イイネ「回想記」からも
うかがわれた。その商売ぶりも子供の遊び事にひとしく，商人として大人
のもつ計画，見透し，打算，そうして販路開拓，それらの能力にすべて欠
けており，後世の人たちが詩人ノ、イネの父をみる眼には，その商いぶりは
「お庖屋ごったJ.その生きざまは「遊び呆け者」と映り， そればかりか
「病的変質者」とさえ見えた。この最後に言われるような彼の姿は，後に
破産者となって，記憶力を失っている，脳卒中気味だ，頭がおかしいので
はと周囲の人たちから見られたことと関連しての判断によるものである。
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「変質者」の項を除けば，前述のように，これらすべてのザムゾン像の源
は「回想記」にある。しかし，この「回想記」の項は，筆者の推測の域を
出ぬけれども，多くの部分が抹消，削除された幾コマもの中の一つに属す
るかもしれぬ。父についての思い出の文を，ここでさらに一，二点補って
おきたし、。「わたしの父自身はたいへん無口な性質の人でした。話をするこ
ともそう好きではなかったのです。」このようなザムゾンとその弟ザロモ
ンとを比較して， rわたしの父方の祖母はたいへん美しい人で， 財産家と
いうことで広くその名を知られていたノ、ンブ、ルグの銀行家の一人娘だった
のです。 c.…ー〕わたLの知っている限りでは，わたLの祖母の子供たち
の中でただ二人だけが祖母のずばぬけた美しさを受け継いでいま Lた。そ
れはわたしの父と伯父ザロモシ・ハイネです。〔一…・〉わたしの父の美し
さにはすこしやさしすぎる面があり，特性がなく，女性的と言ってもよい
ものがありました。父の弟はむしろ男らしい美しさの持ち主で，とにかく
男の中の男，そういう人です。」生活保護を受ける貧しいユダヤ人老婆た
ちに取り囲まれるザムゾンは心から楽しそうであった。彼女たちは，ただ
ザムゾンが与える施し物ばかりか，そのやさしい親切を求めて後を追いか
け，男まえのザムゾンを持ち上げ‘，お世辞を言って嬉しがらせるのである。
「こうした老婦人たちが父をいぶし上け守た香煙がしばしばどんなに大量に
盛られたか，どんなに盛られすぎても父は平気でそれをこなしたその健咲
ぶりは，想像もつかぬくらいでした。それは父の恵まれた気性というべき
で，けっしてお人好しなどというものではありません。お上手を言われて
いることは百も承知の上で，お世辞は，砂糖のように，いつ言われてみて
も甘ったるいものだということを知つてのことです。ちょうど父は，母親
にむかつて，ちょっとほめて!もうちょっと!まだ，まだ!もっと!もっ
と!と言う子供のようでした。わたしの父が，上にお話した婦人たちに対
して持っていたつながりには， まだほかにもっと重大な根拠がありまし
た。というのは，父は彼女たちの相談役だったのです。ところが，自分の
1)以下カッコ内に示されるものは，すべて「回想記Jからの引用文。
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身の上のこととなるとどうしてよいか思案に暮れるこの人が，誰か思わぬ
出来事に困まりはてた人からぜひ相談にのってくれと言われると，いつも
たいへん適切な策をさずけて，世情に通じた抜け目のなさを如実に示した
のには眼を見はる思いがします。」 こうしたザムゾン・ハイネに多くの競
争者たちを相手にして商業の世界で活動してゆけるのか，その適格性はた
Lかに疑われる。一見して気紛れのように思われるザムゾンの商法を:
i[…一，i ミスター・ハリーは， リヴ 7 プールで、のわたしの父の取引先
の主人でしたョこの人はそこのビロード製造工場に知り合いを持っていま
したc この商品は，父が並々ならぬ関心をよせていた品物ですが，それは
ただいますぐに自分の懐を肥やそうというためではなく，むしろこれで将
来ひと旗あげようと心に期してのことだったのです。というのは，父の口
でば，この品物で、大儲けをした，ということですが，そんなことは今考え
てみてもたいへん怪Lい話で，ひょっとすると父は，競争相手よりももっ
と良質の品をもっと大量にさばかねばならなくなると，さらに金をつぎ込
んでいっただろうと思われるからです。 c...J
父の活動ぶりは，元来たえすeそわそわと動き廻っているだけのことでし
た。さっきの各種のビロード類はなにより父のお人形みたいなもので，製
品を積んだ大型の車から荷おろしされ，包装が解かれるときは，すでに近
隣からユダヤ商人たちが集って家の表へいっぱいにつめかけている，それ
が父にはとても嬉しかったのです。」すぐ見てとれるのは， ザムゾンには
堅実な商人気質は乏しく，いわば服飾芸術家肌の傾向がうかがわれ，当代
流行の優良品ならそのすべてを手がけてゆこうとするところがあることだ。
そうしたザムゾンに必要不可欠のものは，資金は別として，何よりもすぐ
れたマネージャーの協力が得られることだろう O 賢明な妻ベティーがすぐ
傍にいる O ザムゾンの限はしかし，この妻にそれほど強くは向けられない
のだろう O むしろ少年ハイネをその眼で見ているように思われる。 l¥'、い
かね，おまえのお母さんはおまえをシャルマイアー校長先生のところで哲
学の勉強をさせている。これはお母さんだけが熱心に考えたことだ。わし
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は哲学など好きではなかった。だっておまえ，哲学なんて迷信の塊みたい
なものだ。お父さんは商売人だ。お父さんに必要な頭はだな，商売にむく
ものでなくちゃならん〔……JoJこれは息子ハイネが神様を信じていなし、
とL、う噂をききつけて，いつになく厳しい口調でお説教をする最初のくだ
りであるが， r回想記」の中ではただ一つの，父子聞の長い会話形式とな
っており，話の主な中身は，無神論は商売の邪魔だし，なによりそれは罰
あたりの大きな罪だ，というものであった。だが商人の父の息子を見る眼
は，それ以外に何かを息子に求めているにちがし、ないし，父と母との距離
はすこし遠すぎて，ほとんど視野の外に母は立っているようだ。しかし，
ザムゾンという人は，上記の引用文の諸所に見えるように，独立独行の気
慨に欠け，誰かに寄りかかろうとする弱々しさを持ってレる。妻ベティー
はやはり頼みとする人であった。ベティーの出であるファン・ゲルデノレン
家もそうであった。それに今はハンフソレクのハイネ家はようやく金融業界
で羽振りをきかそうとしている。しかし，どんなに頼りとなる支配人，あ
るいほゆかりのある一門を持っていても，商売には運というものがある。
とくに時運は，ほとんどおそろしいといってもよいほどこの道での成否を
左右する重大な要素である O
ザムゾンのことをさらに述べつづける前に，まずここでデュッセルドル
フでザムゾン・ハイネが主として年々流行の反物と小物の身の廻り品を扱
った商生活の期間， 1797年の聞広から1819年の閉底解散に至るまでのほぼ
20年聞の時代の小さな鳥撒図とでもいうべきものを見ておきたし、。その中
で，なるほどザムゾン・ハイネの存在は文字通り芥子粒ほどのものであっ
たが，この18世紀末から19世紀初頭の時の流れを写し出す図そのものも同
じものと言ってよいだろう O ザムゾンその人にとっては，喜びと悲しみの
多い，そうして最後は真に切歯拒腕の年月であった。
言うまでもなく，この時期はやがて皇帝ともなるナポレオンのヨーロッ
パ侵攻の時代であり，ハイネが「回想記」で「懐疑主義」の時代と言った
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ものである。ナポレオンのフランス革命軍は，南ドイツを確保し，それを
足場に中部ドイツへ進駐し，二度にわたって，第一次1795-1801と第二次
1806-1813の約13年間，デュッセルドルフを占領した。少年ハイネが約17
年聞を過ごしたデュッセルドノレフは この頃にはもう他の田舎町とちがっ
て単なる地方都市ではなくて，中部ライン河にまたがるベノレク公領 (Her-
zogtum Berg)の小さいながら首都である。もともとは伯爵領であったベル
ク公領は，その由来をすこし遡ると，公爵領となったのは14世紀で， 15世紀
にはいって，ューリヒ (J凶ich)公爵家と合体してユーリヒ ベルク公領と
なるo17世紀はじめにはクレーフェ (Cleve)公領へ編入されたので，ユー
リヒーベルクークレーフェ公領といってもよし、。この公領も，家系がとだえ
たり，相続争いのためなどで一時崩壊したことがあったが，30年戦争 (1618
-48)が終ってプファルツに再興Lて，バイエルンに統合されるが，ドイツ
国内に割拠した領邦国家のうちでも最も強力な公領国となっている。さて
このベルク公領の主人たちは 1715年からは首都に定住せず，最初のころ
はマンハイムに，後にはパイエルン選帝侯に昇進Lてミュンヘンの居城に
住んだ。首都デュッセノレドルフは，この間に領主，家臣たち不在のまま，
穏かな年月を過すことができたのだが、やがて革命戦争期にはいるとしば
しば領主の首のすげ替えが行われるようになった。デュッセノレドルフを首
都にふさわしい文化の町にしようとした領主に，古くはブファノレツ選帝侯
ヨハン・ヴィルヘルム (KurfurstJohann Wilhelm von der Pfalz)があ
る。この人は，すこしおくれる 第二次のフランス軍のデュッセルドルフ
進駐に際してのことだが，市民や学友と共に少年の日のハイネが，領主追
放を悲しんでその前で涙を流す騎馬武者姿の金属像となっているO このか
つての領主をしのぶ記事が「観想ール・グラン書J(Ideen. Das Buch Le 
Grand)にある。その像に少年ハイネもよじ登り， 高い立像のわきから群
る人ごみの雑踏を見おろしたこと，絵画館を創設し，天文台も築かせたヴ
ィルヘルム侯の偉徳を皮肉まじりに書きそえている。フランス軍が最初に
2) Elster 3. 143 f， 
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首都を占領した1795年頃の領主カール・テオドーノレ選帝侯 (KurfurstKarl 
Theodor von der Pfalz)もまた，美術学校を創設し，城廓を整備し，市庁舎
を拡張し，さらにいくつかの修道院も増設して，これらを中心とした美し
い都市づくりによってデュッセルド.ルフの繁栄に貢献した。 1799年に急
逝したテオドール侯のあとを受けついだマクシミリアン・ヨーゼフ 4世
(Maximilian Joseph IV.)は，ベノレク公領主とプブァルツーバイエルン領
主とを兼ねていたが，教養ゆたかな，学問を奨励する名君侯として領民の
信望を集めた。厳しかった出版物の検閲制度の緩和，商工業の発展のため
に必要な施設づくりをしたことなどによる。この領主も次第にベノレク公
領統治から離れ， 1804年になると主権をほとんど従弟のヴィノレヘルム公
(Herzog Wilhelm von Bayern)に譲る。この領主もベルク公領にいたの
はごく短期間であった。少年ハイネたちがデュッセルドルフ市民といっし
ょにその退位を惜しんで泣いたのは， このヴィルヘノレム公であった。 1806
年， ナポレオンの義弟ヨアヒム・ミュラー(JoachimMurat) の下で，
フランス軍が二回目のデュッセルド、ノレフ進駐をした時のことである。これ
らのかつてのベルク公領主たちは，その統治策においては，革命後のフラ
ンス方式に従って，文化，教育，産業にわたり自由主義の色を濃くしたの
だが，彼らの心は南ドイツへいつも惹きつけられていた。そこはナポレ
オンのヨーロッパ侵攻のための最も強固な足場であったからだ。バイエル
ンはし、つの聞にか王国となる。さきのヨーゼフ四世はバイエルン国王に昇
進した。それは彼が長い間狙っていたものだろう。上にも述べたが，彼の
後継者となったヴィルヘノレム公は，多分そのために自分の方から物質的な
犠牲を払っていたあで、あろうが，せっかくのベノレク公領主の地位もあっと
いう間にフランス軍のために奪われたのである。南ドイツの王侯たちは，
ナポレオンの動きにつれて，その領土を拡大してゆくのだが，それと逆に，
西部，中部ドイツの諸侯は相ついでその国土を失ってゆく。 1801年には人
口400万をもっライン左岸がフランスへ手渡され， ライン河がドイツとフ
ランスの国境線となった。裸の領主たちは激しし、土地争奪の渦の中へ領民
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ともども巻き込まれていった。さらに1803年には，他の地域を併せて百を
こえる領国がナポレオンの手で取りつぶされる。これらの領主たちはパリ
まで押しかけ，あらゆる手段をつくしてフランス側に取り入り，領地の確
保に走り廻っている。 1806年， ドイツ帝国から離脱した16の地方領主たち
が，>ライン連邦くとしてナポレオンの保護の下に組織された頃から，ラ
イン左岸のドイツの地図は，南からバイエノレンとヴュノレテンブ、ルクの両王
国，パーデン大公領， そうしてベルク大公領， ザクセンとウエストファ
ーレン王国，メクレンブ、ノレク公領，最後にプロイセン王国と塗り替えられ
てゆく。やはり「観想ーノレ・グラン書」のほぼ同じ箇所でハイネは，
「デュッセルドルフはとても美しい町です。遠く離れた土地で，この町の
ことを思い出し，そうしてたまたまそこで生れた者には，なにかふしぎな
気持がしてきます。わたLはそこで、生れたので‘すO わたしは今すぐにもそ
こへ帰って行かねばならぬ，そんな気がします。帰って行くといっている
のは，わたしが生れたフォルカ一通りにある家のことです。」ハイネが
「とても美しい町」と記しているのは，上述のこの町の由来に示したとお
りで，けっして誇張ではなく，事実当時としてはそのように美しい町を持
つ土地は，南ドイツ以外にはなかったと言えるだろう。そうしてハイネ
は，あのベルクの領主ヴィノレヘノレム公が涙を呑んで家族ともども町を去
って行き，第2回目のフランス軍進駐を迎える恐怖と好奇心のまじった
町の人たちの様子と，やがて平静をとりもどした町の学校も再開され，
楽しかった授業を思い出している。その中で地理の授業にふれてこう記
している， rc……〕わたしが地理の時間にほとんど何も教わらず， です
からその後世界のどこに何があるのかさっぱり分らなくなったのは，な
にもわたしのせいではなかったのだということを，この際知ってもらいた
いと思うのです。つまりあの頃は，フランス人たちが国境をつぎつぎと動
かして，毎日新らしくイルミネーションに飾られた国々が生れていまし
た。これまで青だったものが，突然いまは緑色になり，中には血のように
赤く染められたものもあちこちにありました。これまで教科書にはっきり
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とのっていた人口数も取りかえられたり，取りまぜ、られたりしているの
で，悪魔にだってもうほんとうの事は分りっこなしです。国々の生産物も
同じように変り，以前は兎とその後を追いかける田舎貴族の姿しか見られ
なかった所に， その頃はきくチシャや砂糖大根が成長していました。
〔……〕諸侯の中には昇進する者もたくさんあり，古い国王が新らしい国
王服をもらい，ケーキのように新らしい国王が作られ，出来たてのロール
パンのようによく売れたようです。これと反対に，館，邸から追い出され
た君侯たちもかなりあり，これまでとはちがった方法で、明日のパンを手に
入れねばちらなくなって，なにかの手住事，例えば封蟻づくりなどに精を出
したりしたのです。こうした時期がし、まやっと終ったのです。そう思うと
わたしは J息が切れそうな気持がします。一一要するにこんな時代に地理学
に上達することなど出来るはずはありません。」機智にあふれるハイネの
筆先にえぐり出されているように， ドイツ全土がナポレオンの旋風に吹き
とばされ，また吹きあつめられていた。ベルク公領はその代表的な国であ
り，その首都もまたそうであった。美しいデュッセノレド、ルフは1795-1813
年の20年近い長い年月の間ほとんEフランス占領軍が常駐していた町だ。
第一次の占領軍が，首都をしばらく撤退したのは 1801年であるが， この
5年間の駐留費は百万ターレルに達したと言われている。たしかにフラン
ス革命の諸成果は，とくに政治的な側面で，南ドイツをはじめベルク公領
にその実を結んだ。その中でも大きなものはユダヤ人の解放などである。
だが，領民たちは戦費調達のためにすでにこの頃から徴兵制に伴う高額の
徴発金を背負わねばならなかった。仇敵といってよいイギリスに対抗し
て，ナポレオンが「大陸封鎖令」を布告したのは1806年であった。それが
その後どんな影響を及ぼしたかについては後でザムゾン・ハイネに筆を返
す時に譲るが，その一つにここで触れれば，上にあげたノ、イネ「地理学」
の文中にある，国々の生産物も変って今まで兎の生息地であったところに
今は「きくチシャと砂糖大根」が植えつけられているという部などであ
3) Elster 3. 152，.J 
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る。領国内に食糧品不足の兆が現れはじめている。第二次占領期の初年の
ことだが，翌日07年，領主ミュラーは，ライン左岸から殻物を輸入して領
民の窮状の打開につとめているほか，フランス本国から商工業に必要な物
資を供給させる積極策も講じた。しかしその反面に，徴兵制はさらに重く
ライン連邦内領民にものしかかり，それまでの流通貨フラン不足から新ら
しくベルク貨幣を鋳造してかえって物価高を招き，高額の家族税まで取り
立てざるをえなくなって，領民の蒙った損害はさらに大きくなった。領内
の地区によっては動員のために工場労働者の不足する事態が起り，一部徴
兵の免除制をもうけて急場をしのぐこともあった。ミュラーにつづいてベ
ルク公領の支配はナポレオン自らが行ってゆくが，封建的な土地所有制，
農奴制，貴族と市民・農民の結婚禁止令などの撤廃を通じて，領民は政治
的な自由は与えられたけれども 彼らはいわばフランス国民であり， ドイ
ツ国民としての自由は失ってしまし、，その上経済的にもフランス依存を免
れることはできず， たえずナポレオンのイギリス ロシアーオーストリ
アに対する和戦の掛け引きの中に浮沈を繰り返えす，運命の民となった。
1813年になってようやくライン河舟航が回復し，それに伴って首都デュッ
セルドルフは工業基地として，車輔製造をはじめ，皮革，染料，木綿，紋
椴，タバコの製造業，そうして運送業者，仲買業者の活動が始まる。町は
新らしく息を吹き返し，人口も19，000から20，000人へわずかながら増加の
傾向をとりはじめた。司法と行政が制度上分離したのもこの頃で，裁判制
度がフランスにならって確立されたのは， 1812年 2月のことであった。
さて，このように激しく揺れ動く時代の荒波の中でザムゾン・ハイネは
4)主としてベルク公領を中心として観察された歴史的変遷の経路について，筆者の
参照した主な資料は， A. Strodtmann: Heinrich Heines Leben u. W er ke， Ham-
burg 1884/ F. Mende: Heinrich Heineー Chronik seines Lebens u. Werkes， 
Berlin 1970/ゴーロ・マン「近代ドイツ史」上原訳，みみず書房， 1973/ドロー ズ
「ドイツ史J橡川訳，白水社， 1974/メーリング「ドイツ史J栗原訳，改造図書出
版社，昭和52年。
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どうしていたのかο ザ、ムゾンならずとも，同業の仲間たちにしてもど、んな
日算を立てて仕事を続けることが出来たで、あろうか。ここにザムゾン・ハ
イネの20年間の商活動について，実証的な資料に基レて，この人の真実の
足跡の一部を明かにLたものがあるO たしかに一部であってその活動の全
貌を捉えてはいないが，おそらく今後もこれ以上を期待することは不可能
;こ近レ。それはデュッセルドルフ公文書保管センターでクラウス・シュル
テ (KlausH. S. Schulte)によって見つげ出された公証人の記録文書とそ
のリストであるO ただ， 1797~1807の 10年間，つまりザムソンが商活動を
始めたほぼgij'f:の期間のものは欠如Lているo 1808年は，上述のように，
ごュラーとナポレオンがべ 1 .-ク大公領主の地位を交代する時で，ザムゾン
ばフォルカ一通りに家(応部Dを持つことが出来た L (1806年)， やがて
反対側にこれまでよりも広く大きい建物を取得して移っている (1809年)。
記録文書は欠けているが，こうした事実からみて，すべてのハイネに関す
る評伝者の見解のように，最初(土サ、ムソン・ハイネ商会は順調に伸びてき
た。ところで， 1806f1'-11月に布告された[大陸封鎖令」の影響がザムゾン
自の営業へ及び、始めるのは，毛織物類を多く手が;ナてくる頃で，そのため
にほとんど立ち上ることが出来ぬほどの打撃をう(ナ， ドン底の経営状態と
なるのは， 1811年と見られてきたc つまり， これまではこのためにサ守ムゾ
ン商会は倒れ，ザムゾンの活動はこの時までと考えられてきた。しかL，
実際は後に見られるように，これからが彼のいわば正念場であったのであ
る。「大陸封鎖令」布告後，イギリスの食料も封鎖線を超えてロシアから
の補給によってほぼ充足されてL、た。ナポレオンは1807年にはロシアとの
戦いに勝って封鎖、に協力させたり， 1810年ベルク大公領内のイギリス製品
の焼却を指令するなど，封鎖を強化しつづけたが，その実効はあがらなか
った。そればかりか領土内の一部には，徴兵制に反対する不穏な空気が生
5) Klaus H. S. Schu1te: Das letzte Jahrzehnt von Heinrich Heines Vater in 
Dusseldorf一一Notariatsurkundenuber Samson Heines Geschafte (1808-1821)， 
Heine-JahrbuchJ197 4， 
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じはじめている O ナポレオン体制がこの封鎖令を境iこ強くゆらぎはじめた
ことは明らかで，さらにその動揺を深化させたのはいわゆるナポレオンの
盆融恐慌であった。ベルク貨幣の暴落を補填しようとフランを注ぎ込んだ
のであるO それでなくともこのドイツ侵攻の20年に及ぶ戦争は，ヨーロッ
ノよ全体に金融難を同定化Lていた。ザムゾンにとってはまさしく苦難の時
であった。
シュノレテがザムゾン・ハイネの商活動を解明する鍵:土，手形である。そ
れも振り出された手形が不渡りになるか，その支払を遅滞あるいは延滞し
いるものが，公証人の手もとへ提出され， I手形拒絶証書」 となって登録
されているものである O なお，当時は，この手形拒否証書はこの段階では
商法上の慣習であって，公証人:ヱ債務者からの弁明あるいは供述を記録に
とどめるだけで，訴訟とは関係なく，もちらんすぐに手形訴訟の手段を取
ることも出来るが，手形拒否の事実が申 L出られただけで‘訴訟を必らず惹
き起すというものではなかった。手形支払人はほとんどがザムゾン・ハイ
ネであったc それが拒否あるいは一部支払われる状況を，シュノレテ「公正
証書J表(土明示しているのだが，それに触れる前に， 1809年，つまりザム
ゾンの営業が最初上向いていった頃の自の様子をシュノレテに拠って見てお
きたL、。それは， 1809年12月12日付の「ベルク大公領週報」に掲載された
ザムゾン・ハイネ庖の広告である。その広告文は，ブォルカ一通りのこれ
までの庖から真向いの 655番地へ移転した挨拶にはじまって，在来の庖よ
り売場面積も広く，したがってより沢山の品を提供できるとして，次のよう
に多種多様の商品名を列挙している:r各種コットン，更紗，木綿，キャラ
コ，広いもの，狭いものとりまぜた，縞模様，刺繍入りのモスリン，長さ
幅もいろいろの毛織生地(色，品質各種あり入これと同じようなズボン，
チョッキ用のカシミア， ピーパー，毛皮織物，長毛，厚地のカルミック織，
コール天，さらには新流行のビケ織物，絹， ビロード製その他のチョッキ
用織布地。各種綾織綿布，ベ、ノド，カーテン用の浮縞綿布，薄地の上等麻
布む黒， その他各種色合の二枚折り瑞1f1織「トーシ， いずれも最新流行の
36 第4巻 第3号(人文・自然、・社会科学編)
刺糟p 模様入り製品。しゅす， ビロード，ちぢみ織地もお好みの色合のも
のあり O ネッカチーフもコットン，モスリン絹，マドラス織，カシミア製，
縁飾りのあるもの，ないもの，大小そろえております，ほかに刺梼入りシ
ョールも。良質並製の紳士用の白マフラ O 奥さま用，紳士用の木綿，絹靴
下，手袋。服地用に各種色合，品質をとりそろえたマンチェスタ製品とマ
ドラス織地，白と縞のフランネルご各種の麻袋地c 各種シャム更紗。並
製，土質のオランダ麻布地。並製，上質のダマスク織家具佑j品，テーブル
・クロス，ナプキンなどにも O 当庖主は従来どおりこれから優良商品と廉
価販売によりお客さまの信頼とごひいきとを保持できるようっとめますc
ザムゾン・ハイネJ 煩をいとわず広告の全文を上に見る。広の倉庫をは
み出すくらいに豊富な商品の量である O その産地も商品名からも知られる
ように，イギリス，フランス， イタリーをはじめトルコ，アラビア，そう
してインドにわたっている O
さきほと守述べたようにシュルテはまた，サ、ムゾンに振り出された手形，
彼が握り出したものについて，公正証書の綴りの詳細を示してくれている。
以下に，こ;hを中心としながらザムゾンの活動を見てゆきたレ。上述の
ような周囲の金づまりの中で，彼がその運転資金をどこから引き出すのだ
ろうかと疑われるO その出所の片鱗が一つだけ，まず手ばじめに， 1808年
度に見えるO これは公証人への供託金に使われた1，500ターレル (Reichs-
taler， 1ターレル=1， 2ベルク・ターレル)である。保証人として，妻
ベティーの兄シモン (Simonvan Geldern， 1768-1833)の名があがってい
るO このハイネの母方の伯父シモンについては， r回想記」の中にその横
顔が短L、文ながら明示されているC 一時，ザムゾン商会に顔を見せるよう
になるのだが，ここでは，伯父シモンは商業事務の管理など、におおよそ不
向きな人柄だということだけにとどめたL、。いずれ項を追って，この人fこ
6)通貨対照表示は以下すべてシュノレテに拠る。 1805年，デュッセノレドルフ市の修道
院長の年収は 1，200ベルク・ター レノレ。 1808年のフランスーカトリック系修道院付
属学授の年間授業料は12ベルク・ターレJvc これを見ると，ザムゾンの仕入品価格，
1809年に取得した家屋敷の価格 (11，200ター レノレ)は相当大きな金額、である。
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ついても述べる機会がくるC それは， この人が同名で，同じ母方の大伯父
シモンと共に，ハイネの少年時代に多少の影響を与えているからであるO
さて，保証者を得て借金をしたのはただこれだけであるが，ザムゾンは思
いのほかデュツセルドルフはもちろんフランクフルトまで，金融業者の信
用をかち得ていたL，その取引範囲も広かったのであるO 彼の人柄が好ま
れていたことは，たしかに考えられる O すこし後のことだが，デュッセル
ドルフ市のための富クジ販売の主役を引きうけたりもするザムゾンであっ
た=しかL，彼への信用はそうした人気だけによるものではなし、。とにか
くザ、ムゾンは方々で信用買いも出来た。あるいはそれが彼を誤らせる大き
な落し穴であったのかもしれぬ。ザムゾンの前途は多難であった。 1808年
の手形拒否:工 3件だけで，この1809年もわずか 1件ですんだ。 1810年は 2
件，それもうち 1件は請求金額に誤りがあるもので，つまり不当な手形で
あった。こうした金額の相違，注文外の品物送付，見も知らぬ振出人など
による不正手形が一般に多く出はじめるのもこの頃からである。
フランス本国の不況にはじまる，いわゆるナポレオン金融恐慌の直後か
ら，ザムゾンの手もとは少し苦Lくなり， 1811年には 7件(うち不正手形
3 )と拒否数が増えはじめる。問題となっている年， 1811年の頃からヨー
ロッパ全体にひろがってくる金融逼迫に加えて，とりわけライン地方には
その後数年間に及んで脱関税品が氾濫し，それらの商品は，詐欺師にちか
L 、行商人たちの手で押L売りされたり，さらには投げ売りされるにいたっ
た。その結果はしょせんこの地方の繊維業者の間に無慈悲なせり合いを惹
きおこさずにはいなかった。ザムゾン・ハイネが上のような悪徳商人の仲
間に組しえなかったことは言うまでもない。こうした状況の中で，善良す
ぎるザムゾンをもう一つの皮肉な運命が弄ぶのだ。届から遠くない所に豊
富な準備資金をもっ競争相手のマルクス・マイアー (MarcusMeyer)が屈
を構えていた。マイアーの義父は，かつて1796年から97年へかけてザムゾ
ンがデュッセルドルフに定住しようとした時に，これにつよく反対したア
ブラハム・アーロン・コーエン (AbrahamAaron Cohen)であった。因
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i~ ， この件にはその弟のザロモン・コーエン (Salomon A. Cohen) も関
与していて， この兄弟たちはベルク大公領のユダヤ入団体の世話役を勺
とめた有力者で， 後には当時間体の首長格だったアーロン・ショィアー
(}ehud Lob Aaron Scheuer) 一枚と共同で、>Scheuer& Cohenくと Lて
金融業を営んでいるついずれにLてもマルケス・マイア一回の前にザ、ムゾ
ン・ハイネ広(士一歩をゆずらねばならぬ苦しい立場;こあったδ 妻ベティー
も協力LなけれぶならぬJ その生家ファン・ゲルデノレン家に・・・・， Lかし
当時その財力(土ほとんど頼みにはならなかったυ 兄シモンが.ザムゾンの
供託金の保一証人となったことをききに述べたが，おそらくこれはベテ fー
の依頼によるものであろうよシモン(ヱザ人ソンの債持r者になったわけーで，
1，500ター レノL1一種のサ、ムソοンへの出資金でもあったっついでシモンの名
ば，シェルチの!~公正証書 1 表の中で，サエムゾン・ハイネに振り出された
手形で拒絶されたとして y 公証人のもとに申し出られたために，供述人の
ザムゾン不在を理由に，代理人と Lて181OSf-末にはじめて現れる:ザムゾ
ン・ハイネは留守だから，いまは，振出人の借り分を差しヲ I~ 、て支払L、を
する。シモン:土ザムゾン!古の事務管理者となっていた。その後1815年まで，
同じような場合に同じような役割をもって，時には，留守のため，わたし
の一存で;土L、かぬ，と代理供述人として現れる J ただその前年1814年半ば
には，もう一人の支配人格の人物，ラムベルト・へラー (LambertHeller) 
の名が見えるO ラムベルトはベティーの従妹の夫である c ベティーをはじ
めとして， ファン・ケ、ノレテ、ノレン家もけっして無関心ではなかった。なによ
りもベティーの蔭からの懸命の助力のほどはうかがえる 1815年2月以後
この二人は，手形拒絶に関する供述者としては同時にその名を共に消す。
9月には女子事務員が代って現れるだげになったっ供述者の言葉どおり，
1815年9月には少年ハイネをつれてフランクフノレトの大市に出かけている
例のように，J古を留守にして外廻りの活動が多くなっている。!古を守るの
は主としてベディーと女庖員だけの日も多かった=シモンとラムベルトが
退く頃は，自の各種色合，品質のヨーロッパ，中近東， ~[J度各地産の最新
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流行商品は，慢性的な売行鈍化によって倉庫にも眠ったままとなって，そ
の先行きはいよいよ暗〈なってくろこ
この危機の中で，商品はしだいに時代遅れとなってきた。ザ、ムヅン・ハ
イネがLぽしば国外から大量の商品輸入に戒功しているのは，その名がそ
れらの国々の関係者たちに広く知られていたことに加え，ハンクールクの兄
弟たちの名もそれを背後から支えていたことを，シュルテも指摘 Lてい
る。だからといって，ザムゾンには商品仕入れについて職業上の適格性が
なかった，販路開拓の能力も欠けていた，と;工言いきれない。 2，3年前
まで，ザムゾンからすればほんの昨日までは，顧客も多く，品物もかなり
捌けていたのであったからコ新聞にも広告をHilて，新らしい自のさらに
伸びて行くことを夢にも描いたであろう。だが人の協力者を失った頃
(土，パリから振り出された手形の拒絶の後始末に，出来るだけ現品で支払
いに代えようときえしてきている O
ここでもう一度上述の数年にわたるザムゾン'自の経営状態を，シュルテ
去に照し合わせてその拒絶された手形証書の数で、まとめてみよう。それま
で2，3件にとどまっていた数字が7件となった1811年に次ぐ年は 4件
(うち2件はすでに送金ずみ，もう 1件は不正手形入 1813年からまた増
えほじめて11件(うち最終的に拒否したのは 2件だけつ， この年 11月の
一つの支払拒否に際しての供述の中で，こんな物騒な時代だから，手形払
いに必要な資金を準備をすることは屈の都合でぜったい不可能だが，いず
れ不穏な世情が静まれば支払う，と r5ってL品。 1814年1件(拒否2件)， 
1815年9件(拒否3件〉である01816'年15件と大きく増加し，拒否数もその
うち 7件となる c この年，初めてもう19才にな，)ているハイネが，愛称ハ
リー (Harry)の名で-現れ，拒否証書に対して，父は旅行中で，わたしの手
では何とも出来ません，と述べて，署名している。拒絶数が示すように，
庖の金繰りはし、よいよ苦しくなるC ザムゾンの危機は始まっている。 3月
7日のザムゾンの供述内容によると，ハンブ、ノレクで貿易に携っている弟の
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へンリー・ハイネ (HenryHeine， 1774-1855)に 1万クゃルデン (GuJden，
1. 61 = 1ターレル)借りており，これにはフォルカ一通りの家を担保にして
いる o ヘンリー・ハイネ自のマネージャー，アーロン・ヒルシュ (Aaron 
Hirsch)はこれを受けて，月末にはその抵当権が登記される運びになった。
1817年は 8件に減り， うち 5件は送金しているO もちろんこれまでに拒否
した証書に対しても，その後サ、ムヅンは請求どおりの支払いは続けて来た
のだが，その支払能力が残されていたのはこの1817年であった。
最初に述べたように，ザムソン庖の破綻は1811年というのが従来の見方
であった。たしかにその二年前につきつぎと在庫品を増やしてきたザムゾ
ン屈に当時の金融恐慌が与えた打撃がかなり大きなものであったことは事
実として現れているが，それは決定的なものではなく，むしろザムゾン広
の活力は，ザムゾン自身に備った力と彼を取り囲むもう一つの潜在的な力
によって強化され， 1811年の経済危機を克服したと考えられるO その根拠
となっているのは，シュルテの見出した「公正証書」表であるO そうして
真のザムゾンの危機はこれから示される， 1818-1819年と訂正されねばな
らぬとするのが，シュルテの主張である o 1811年から1819年までのザムゾ
ン屈をめぐる金の動きを見ていると，ふたたび，みたび皮肉にも，内側の
ザムゾ‘ンの力がしだいに衰えて行くと，それにつれてこれまで、影に隠れて
いた外側の力がにわかに大きな勢をもって，古iJ者をなんの予告もなく圧倒
しして行くのを知るのである。
1818年には拒絶手形の数は30件以上にも達してくる。この年7月の拒否
手形に対して，ザムゾンはすべに送金ずみと言っているが，実際はさきに
その名が現れたアーロン・ヒノレシュが年末に肩代りして支払っているので
7)ハイネが晩年に近く，この伯父の死を悼む愛|昔の文を息子カーノレに送っているこ
とを前に述べた。この時，伯父へンリーがザムゾンに対して演じた役割は以下に見
られる通りだが，ノミリ時代にはいって伯父は，金に苦しむ詩人にハンフソレクかち援
助の手をさしのべている。ただ経済人としてだけでなく，政治的にも有力者であっ
た。
8)ザロモンから信頼されているこの人は，その死後も同家の代理として，病に苦し
む晩年の詩人が受給している年金の増額を求める時にも，その枕もとに現れ，冷た
い回答を告げる。デュッセルドルフのハイネ家に二代にわたって仲介役を担う。
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ある。ハンブ、ルクの兄弟たちに全権を委任されるようになるヒルシュの活
動がこの頃からはじまるのだO この年8月から 9月にかけてはハンブ、ルク
に創設されて間もない息子の自あてに手形を 5回も振り出している。この
}> Harry Heine & Co <は，ザムゾンの立場からするとザムゾン商会の出
張所，支社といったものだったが，実際はハンブルクの有力な銀行業者で
ある弟ザロモン・ハイネが， ヒルシュに面倒をみさせて，ハリー・ハイネ
のためにイギリスの織物とザムゾンの庖の売れ残りの商品を捌く庖として
設立したものである。因に，すでにデュッセルドルフをこの時期には離れ
てしまったが， 1806年から1813年の20年に近い間，ナポレオンの息吹を直
接，間接に受けて育った少年後期，青年前期のハイネにとって，こうした
父ザムゾンの生活からも決定的に影響をうけるのだが，そのことはいす守れ
後に触れらる。さてそのハリー・ハイネがこの1818年には手形の始末に供
述する機会が多くなる。ザムゾンは相変らず「ハリー商会」あてに手形を
振り出しているのだが 9月頃からハリーは不在，もうここには住んでい
ない，代理人がし、る，などと言われはじめる O 最初からハリーの顔はほと
んど庖では見られなかった。父の拒んだ手形は，わたしの庖では払えませ
ん，と言うのは辛いことである。それを回避したいということもあっただ
ろう。拒絶手形は多数であるが，まだザムゾンも懸命に金を求めて走り廻
っている。 10件を超える手形に対して，ザムゾンは，支払義務をみとめる
一方で決済日の延期を求めて拒否を撤回しようとつとめている。だが，この
年の後半にはいる分については，その思いも叶えられそうもなし、。ザムゾン
.ハイネの最後の金繰りについて，その努力のほどを，一つの例をあげてこ
こに見ておく;この年の 8月，ザムゾンは950，900， 800マルク (Banco 
Mark， 3.22Mb=1ターレル)の三つの手形を振り出す。宛先は，バリのフ
ルドーオッベンハイム銀行，ハンブノレクのへクシャー銀行， もしこの 2行
での受け入れ不能のときは，ハリー商会であった。 11月半ば前2行は無担
保，ハリー庖は庖主不在を理由に拒絶された。この努力はいかにも最後の
あがきのように見える O 振出人自身がその結果を予想してのことであった
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だろう。年末にいたってハンブ、ルクのアーロン・ヒルシュは，前年度の拒
否手形を，前半期分あわせて 4件，その後の分についてはデュッセノレドル
フまで出むいて支払っている O 中には訴訟となったものもある。上述のザ
ムゾンの半ば自暴自棄のように見える金策のさ中のこと， 11月，ザ、ムゾン
は，ハンブ、ルクのヒルシュ(ザロモン・ハイネの代理権者)から全権を委
任されたデュッセノレド、ルフのシモン・ファン・ゲルデルンに対して，次の
ように供述していた:ザロモンに85，218ターレルの借りがあるので，庖の
商品と未回収金とをザロモンに委託する。この申し出が，ことに売り掛け
金を含むものだから，果してそのままザロモンに受け入れられるかどうか
については，もちろんザムゾンははっきりと Lた判断は持っていなし、。い
わば五分五分の気持であったかもしれぬ。その五分の有利な予断そのもの
が，ザムゾンの甘えに基くものともいえるO しかし，今はこれだけ。つま
り，承認されれば彼の商活動はまだその余地が残されなくはなし、。拒絶さ
れれば，すべての望みは絶たれて，デュッセルフドノレフの庄の終りとなる
だろう。ザムゾン屈に，何らかの形での転換の時が近づいている。だから
ザムゾンは，その後の手形に対して 3件には14日以内にあるいは一ヶ月
中に，あるいは来年1月には支払う，と供述する。それはけっして逃げ口上
ではなかっただろう。それにしても，さきのザムゾンの供述を聞いている
のがシモン・ファン・ゲルデルン，それも間接ながらザロモンの代理人と
なっているO このことは意外と言わざるをえぬ。かつてはザムゾンを助け
て広の支配人であった妻ベティーの弟である O シュルテ表を見る限り，突
然姿を消し，突然現れてくる。こうしたシモンの態度から推測されること
だが，ハンブルグのハイネ家の人たち，そうしてデュッセルド'ルフのハイ
ネ家周辺の人たちは，この時期のザロモンの商活動を，もはやこのままに
放置しておくことは出来ぬと判断しただろう O
1818年頃，ザ、ムゾンへの債務者の大部分はライン左岸の商人たち，それ
も全部がユダヤ人小売商であった。しかもデュッセルドルフ付近の人たち
が受けた経済的な打撃は最も大きかった。そこには，支払不能者となった
若いハイネ 43 
ザムゾンの債務者が多数いたことは明かである。債務者としてザムゾンが
そうしたように，これらの小売商人の中には，不利な時の勢し、にもめげず，
商人として品位を守ろうと，金策に明け暮れた者もあった。ザムゾンが，
さら~こ追い打ちをかけられるように，痛手を蒙ったのは，彼の在庫品の大
部分を占めた綿製品の最終値が， 1817年末頃の最後の売りに際しては，仕
入価格にさえ及ぼなかったことだ。 1817-1819年には，他の地域では一般
に景気が上向いていったけれども，ユ夕、、ヤ商人たちはその波に乗りきれな
かった=これは後に若いハイネも身をもって知ることだが，ナポレオンの
没落後，いったん自由人となったユダヤ人たちに再び周囲から差別的な敵
意が向げられてくることによる"1818年には南のヴュルッブルグ (Wurz-
burg) から，「へップ!ヘップ， ~と狂気じみた叫び声と共に集団を組ん
で反ユダヤの気勢をあげる， いわゆる iへ、ソプーへッブ一一騒動J(Hepp-
Hepp-Unruhe)がラインラントまで波及L，ユダヤ人に脅威を与える。こ
の危機;土デュッセルドルフでは， 1819年半ばに頂点に達した。ユダヤ人に
とっての危機と，経営のそれと，多くのユダヤ人，ことにザムゾンとその
関連の小売商人たちは二重の危機に襲われてくる。
ザムゾンの手形乱発は，たしかにハンフソレクの金融場で大きなスキャン
夕、、ルとなり，ザロモンが即座に全権代理人として彼が信頼しているアーロ
ン・乙ルシュをデュッセルドノレフへ派遣Lて，ザムゾンの借り分を清算させ
る措置に出たことは，理の当然であるO この時期にはザムゾン名で集った
手形は相当な数に達し，中にはハンブ、ルクで訴訟となってくるものまであ
った。ザムゾン・ハイネの名で公開の裁判が進むことを，サ、ロモン・ハイ
ネは放置しておけなかっただろう。これらすべてをヒルシュは年末までに
処理した。 12月末には，ザムゾンは， ヒルシュの肩代りした22件の拒絶手
形の代金として10，652ターレルの負債を確認し，その代償として彼の倉庫
から多数の商品を引き渡した。明けて1819年となる。早々の 1月パリから
前年9月に振り出されて拒絶されている手形 (400フラン， 3.22フランニ
lターレノレ〉に対して，ザムゾンば，支払い準備中，と述べる。同じ日付
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で，ザムゾンとヒルシュとの共同陳述がある:ヒルシュはザロモンに代っ
て拒絶手形23件分の 7，166ターレルを支払う。その代償としてザムゾンは
ヒルシュに，各種コットンの全在庫品とカシミアのショール，木綿の男女
用靴下とハンカチ類を引き渡す。さらにザムゾンは続けて;現在庫品に持
ち合わせた現金全部を投入してきたが，これらの販売は，今日は周知のよ
うな現金のない時代だから，その見込みはなL、。これらの商品は，これ以
上在庫を続げれば流行遅れとなると，重ねて述べる。 2，3日後，期限2ヶ
月の満期になり，ザムゾンに支払われる振出人Aの額面603ク〉レデンの手
形，ザムゾンはこれをBに裏書き L，BはさらにCに，そうしてCは逆に
ザムゾンへ裏書きしたものO 最初の振出人Aの陳述は，この拒絶手形につ
いてはザムゾン・ハイネと示談中。ザムゾンにもまだ若干の資金でその手
にはいるものがなくはなかった。さらに 1日おいてリオン，パリなどから
の額面744，359， 814フランの 3手形など，前年度振り出しの手形が一部
を除いて，続々と拒絶されるO そうして1819年2月4日，アーロン・ヒル
シュによるザムゾン商会の清算整理が始まる O ザ、ロモン，へンリー・ハイ
ネ両兄弟;土ヒルシュに全権を委任し，兄ザムゾン・ハイネの破産宣告の手
続きを取らせるO この時，ヒルシュのデュッセルドルフでの供述によると，
ザムゾンが前年1818年11月書面で，ザムゾンへの借宅5，218ターレル分と
して彼の商品と売り掛金を委譲するという申し出を，ザロモンは受け入れ
ず， ザ、ムゾンの要求に対する必要なすべての処置は自分に委ねられてい
る。ザ、ムゾンの希望はこうして完全に絶たれた。それも，ザロモンはザム
ゾンの申し出直後にすでにこれを拒否しており， ヒルシュのこの供述によ
ってはじめて数ヶ月も前の事実が明らかになった。この頃，ザムゾンはデ
ユッセルドルフとハンブ、ルクとの聞を行き来しているO それには必らずヒ
ルシュが同伴していた。 3月， ハンブノレクで、公証人へ供述して， 彼はこ
9)シュルテがザムゾンの全在庫品価格と売り掛金額を示した別表によると，前者は
77，833ター レノレ，後者は7，124ター レルで， ほぼザロモンへの借金と見合う額であ
る。
若いハイネ 45 
の前年の全商品，未回収金の委託の申し出については，今は拘束されるつも
りはないと言っている。それはもはや無駄な言葉であったかもしれぬが，彼
としては最後の自分を生かす道を必死にさがし求めているように思われる。
少し前の 2月頃からザムゾンの健康状態が不調であることが，妻ベティー
の拒絶手形に対する供述から知られるO ハンフマルクの医師の1820年7月の
診断書によると，ザムゾンの受診は前年の 1月から始まっていると言われ
るO また，デュッセルドノレフ地区の1819年 2月に出した医師の健康診断書
によると，ザムゾンは 5年以上もの間テンカン性の発作があり，この 2年
間;土精神力，記憶力が衰え，それ以来精神病の疑いがあると言われるO だ
が誰が見ても，精神衰弱者ザムゾンにとってこの 5， 6年間の多l亡な商活
動が可能であったとはとうてい考えられないだろう O 現に，ザ、ムゾンの前
年度からの指定期限の切れる手形に対する弁明供述iこは，依然として強気
が諸所に見られた。そうした中で， 1819年3月31日をもって，)>ザムゾン
・ハイネ商会〈は屈を閉じる。在庫商品の大部分はヒノレシュに引渡すよう
に約束きれているが，残る品物は，まだ「ハリー商会」あるいは「へクシ
ャー銀行Jへの手形振出Lを続行する余力を持っかもしれぬ。もはや最後
の手段しか残されていない。ハンブ、ノレクの兄弟たちはデュッセルドノレフ裁
判所へ I精神衰弱」を理由にザムゾン・ハイネを禁治産者とする旨を提
訴させた。一方では同時にこの訴えをハンブルク裁判所へ移すよう手続き
がとられている。ハンフソレグ側では弁護士を通じて，当地でザムゾンの尋問
を行うように提案されたが，デュッセルドルフ裁判所検事は，本人の現住
地での執行を固守して，これを斥けようとする。 1819年 4月頃のことであ
るO デュッセノレド、ルフ裁判所は，この禁治産提訴に必要な親族会 (6人〉の
尋問をはじめ，親族者たちはザムゾンの病気を認め，後見人をもうけるよ
10) Dr. A. Sternに拠ると，ザムゾンは1828年「脳卒中」で死亡したということだ
が， 1820年のハンブ‘ルグの医師の診断書からみると， iテンカン性の続発症状と精
神異常を伴う，高齢化に付随する血管障害からくる脳卒中だろう。J(ArthurStern : 
Heinrich Heines Krankheit und seine Arzte， Heine Jahrbuch 1964. S. 64) 
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うに依頼をする。 6人の中にはあのシモン・ファン・ゲノレデノレも?Lいる。
このシモンはしだいにハンブ、ルク側へ傾いて行くのである。ハンブ、ルク側
はなおもこの件を当地裁判所へ移そうとして，本人はハンブ、ノレクに滞在中
で，旅行不能につき，とハンブ、ルグ医師の診断書を提出する。ハンフゃルク
でのザムゾンの尋問 さもなければ記録調書で、宣告が行われるよう提案さ
れる。シュルテの見るところでは，この執劫なハンブ、ノレク側の試みの裏側
には，この禁治産提訴が，デュッセノレドルフ裁判所でザムゾン尋問が行わ
れた際に，直ちに却下された事実が見えるO つまり，デュッセルド司ルフで
ザムゾンはその人柄をよく知られており 「精神衰弱」の気配などまった
くなかったからである。やがて デュッセノレドルプ裁判所は， ハンブ、ル
クでのザ、ムゾン尋問に同意する。この年11月の尋問中，二度にわたって，
テンカン性の発作に襲われたO 一度は身上についての陳述のときであった
が，二度目は禁治産提訴文を読み上げられたときである。何も知らされて
いなかったザ、ムゾンはこの時はじめてこの訴状を耳にしたのだ。発作のた
め尋問は最後までは行われず，聴取された記録はデュッセルドルフ裁判所
へ送付された。ここでまたハンブルグ側の弁護士はこれまでどおりの禁治
産提訴を繰り返しているo 12月，デュッセドノレフ裁判所は一切の書類を検
事の手もとへ届ける。判決はあくまでデュッセノレドルフ裁判所のもとで留
保されているように見える O 実際に，ハンブ、ノレグ側の提訴した「禁治産宣
告」の決定の跡は，その後も見出されていなし、。 1820年4月，ザムゾン・
ハイネ破産処理財団が設けられ 7月，家屋敷の競売が公告される。競売
きれたのは8月であった。この長年，それを愛L，そのために苦しんだデ
ユツセルドフ・ハイネ家とその庖の最後の倒産を裁判所に対して是認した
のは，証書はないけれども，ザムゾン自身だろうという，シュルテの意見
11)シモンについては，シュルテに拠ると，公証人たちの正確な証書記録のリストに
その存在がはっきり見られるにもかかわらず，欠如しているものが若干あり，その
中にはハンプノレクの兄弟たち，ベティーの実家のファン・ゲテデノレン家に関する重
要なもの，とくにジモンの遺書が含まれている。
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は大いに首肯されるところがある。だからシュルテが最後のハンブ、ノレク側
提訴について言うように，ザムゾンはこの件で敗者のような役割は演じて
いなし、。むしろ逆であるO そうした姿で， 56才のザムゾンは1820年7月，
「へップ!ヘップ!Jの叫ばれるデュッセルドルフの町を去り，ホノレシュ
タインの湯治場をもっオノレデスローエの村へ療養をかねて妻ベティーと共
に移って行った。
これまで1811年，ナポレオンの大陸封鎖策の影響をもろに受けて再起不
能となったと考えられてきた「ザムゾン庖」を，その後の激しい時の移り
変り，時の運に抗Lて，ザムゾン・ハイネは1819年まで、にひたすら頚勢へ
傾く屈の屋台骨をほとんど独りで、支えつづけて来た。ハンブ、ルクのハイネ
家の人たちが，ザムゾン・ハイネに対して禁治産の訴訟を起さずにはいら
れなかった事情，それも病気を理由と Lた事などその措置には十分首肯で
きる点がある。一方で，ザムゾン・ハイネは手持ちの商品，売掛金を合算
すれば，ハンブルク家への負債に充当できる，またハンブ、ノレクの人たちか
ら見放されることはない，と考えていただろう。その彼の活動は，たとえ
縁故者たちの後楯に頼むところがあったとはいえ，商いの業を「遊び」や
「道楽jとして営んできたと言えるだろうか。時にも人にも恵みの薄く生
れついた悲運の男であったといってよいだろう O
「父は，あらゆる人間の中で，わたしがこの地上で最も愛Lた人で L
Tこ。今は亡くなってもう25年以上になります。わたしは，いつか父を失う
だろうなどと考えたととは一度もないのです。今でさえ，父はほんとうに
もういないのだとはどうしても思えません。わたしたちが心から愛した人
たちの死を確信するということは，こんなにむつかLいことです。しかし
そうした人たちはまたけっして死んではいないのです。その人たちはわた
したちの胸の中に生きつづけ，わたしたちの心の中に住んで、います。J
